
 

 

 

 

 

 

 

 

□ （1）

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9）

人間にはそれぞれ個性があり、当然、考え方や求めるものがちがうため、ときに（　　　）が生じる。 対立
社
会
集
団
の

中
で
生
き
る
私
た

ち

効
率
と
公
正

効率

特定の人が正当な理由もなく不利なあつかいを受けることがないようにする考え方。 公正

決
ま
り
を
作
る
目
的
と
方
法

対立が起こるのを防ぐために、前もって集団内や集団間で（　　　　）を作っておくことも必要。
決まり（ルール）

（5）を作るときには、だれがどのような（　①　）を持ち、また、どのような（　②　）や（　③　）
が生じるかを明らかにすることが必要。

（8）で決定する場合は、結論を出す前に少数の意見も十分に聞いて、できるだけ尊重すること。

（1）のとき、自分の意見を主張するだけでなく、相手の話をよく聞いて、解決策を求めて話し合い、
（　　　）を目指そうとする。 合意

一般的には、少ない時間でたくさんのことを行うなどの意味で使われるが、ここでは「無駄を省く」と
いう意味の言葉。

少数意見の尊重

全会一致

限られた時間で一定の結論を出さなければならない場合に、より多くの人が賛成する案を
採用する決め方。 多数決

①権利　②義務　③責任

一人でも決まりに反対する人がいると、その決まりではうまくいかなくなってしまうような場合に利
用する決め方。

目標時間

10分
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3節 現代社会の見方や考え方

第1章 現代社会と私たちの生活
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